
令
和
６
年
度
一
般
会
計

決
算
は
、
歳
入
７
９
７
億

２
８
０
８
万
８
千
円
、
歳

出
７
８
２
億
２
３
８
８
万

４
千
円
。

前
年
度
と
比
較
す
る

と
、
歳
入
は

億
７
９
２

28

５
万
８
千
円
（
３
・
７
％
）

の
増
、
歳
出
は

億
４
０

26

２
３
万
９
千
円
（
３
・
５

％
）
の
増
で
、
歳
入
歳
出

差
引
額
は

億
４
２
０
万

15

４
千
円
の
黒
字
で
す
。

こ
の
差
引
額
か
ら
、
翌

年
度
繰
越
財
源
３
億
２
０

７
０
万
６
千
円
を
控
除
し

た
実
質
収
支
額
は

億
８

11

３
４
９
万
８
千
円
で
す
。

統
計
上
、
統
一
的
に
用

い
ら
れ
る
「
普
通
会
計
」

（
企
業
会
計
や
国
保
、
介

護
、
後
期
医
療
、
会
計
間

重
複
分
な
ど
を
除
く
）
で

は
、
令
和
６
年
度
の
実
質

収
支
は

億
９
６
６
５
万

11

１
千
円
の
黒
字
で
、
こ
の

実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の

実
質
収
支
を
差
し
引
い
た

単
年
度
収
支
は
１
０
８
０

万
２
千
円
の
赤
字
で
す
。

こ
れ
に
市
債
の
繰
上
償

還
金
３
億
７
７
７
５
万
円

を
加
え
、
財
政
調
整
基
金

の
取
崩
し
額

億
５
０
０

17

０
万
円
を
差
し
引
い
た
実

質
単
年
度
収
支
で
は
、
13

億
７
５
９
０
万
８
千
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

「
実
質
同
一
水
準
ル
ー
ル
」

前
年
度
は
３
億
４
６
３

５
万
９
千
円
の
黒
字
で
、

５
年
連
続
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

６
年
度
の
赤
字
の
要
因

は
、
給
与
改
定
等
に
よ
る

人
件
費
や
、
賃
金
上
昇
・

物
価
高
に
よ
る
委
託
料
な

ど
物
件
費
の
増
加
、
７
月

の
大
雨
災
害
の
復
旧
経
費

や
、
過
去
３
番
目
に
多
額

と
な
っ
た
除
雪
対
策
費
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
国
は
「
骨
太
方

針
２
０
２
１
」
で
、
令
和

４
年
度
か
ら
６
年
度
ま

で
、
地
方
財
政
対
策
に
お

け
る
「
実
質
同
一
水
準
ル

ー
ル
」
を
設
け
、
地
方
の

一
般
財
源
総
額
は
前
年
度

と
同
水
準
に
抑
制
し
、
増

額
を
十
分
保
障
し
て
い
ま

せ
ん
。

「
骨
太
方
針
２
０
２
４
」

で
も
「
実
質
同
一
水
準
ル

ー
ル
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に

７
年
度
は
「
臨
時
財
政
対

策
債
」
の
新
規
発
行
ゼ
ロ

が
優
先
さ
れ
、
必
要
な
一

般
財
源
が
不
足
し
て
い
ま

す
。共

産
党
は
、
地
方
の
一

般
財
源
を
抑
制
す
る
や
り

方
は
根
本
か
ら
見
直
す
べ

き
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

定
額
減
税
の
補
て
ん

歳
入
で
は
、

市
税
は
、
１
４
８
億
６

７
７
６
万
８
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
６
億
８
１
３

３
万
８
千
円
（
４
・
４
％
）

の
減
で
す
。

こ
の
う
ち
、
個
人
市
民

税
は

億
１
５
５
８
万
７

49

千
円
で
、
定
額
減
税
に
よ

り
４
億
６
５
９
８
万
６
千

円
（
８
・
７
％
）
の
減
、

法
人
市
民
税
は
７
億
７

２
８
４
万
８
千
円
で
、
１

０
０
８
万
９
千
円
（
１
・

３
％
）
の
増
で
す
。

定
額
減
税
に
よ
る
個
人

住
民
税
の
減
収
分
は
、
国

か
ら
地
方
特
例
交
付
金
に

よ
り
全
額
補
て
ん
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
所
得
税
の
定

額
減
税
に
伴
う
地
方
交
付

税
の
減
収
分
は
、
交
付
税

の
繰
越
金
と
自
然
増
収
で

対
応
す
る
と
し
、
地
方
の

固
有
財
源
を
使
っ
た
補
て

ん
で
は
な
く
、
全
額
国
費

で
行
う
べ
き
で
す
。

固
定
資
産
税
は

億
８

69

９
５
３
万
２
千
円
で
、
１

億
６
８
４
４
万
９
千
円

（
２
・
４
％
）
の
減
。

寄
附
金
は

億
９
６
６

29

６
万
４
千
円
で
、
ふ
る
さ

と
寄
附
金
の
増
に
よ
り
、

５
億
４
６
８
５
万
８
千
円

の
増
。

繰
入
金
は

億
９
７
５

35

９
万
８
千
円
で
、
財
政
調

整
基
金
や
減
債
基
金
の
繰

入
れ
な
ど
に
よ
り
、

億
18

４
５
３
６
万
５
千
円
（
１

０
５
・
３
％
）の
増
で
す
。

地
方
交
付
税
は
２
３
７

億
１
７
７
６
万
３
千
円

で
、４
億
６
万
４
千
円
（
１

・
７
％
）
の
増
。

国
庫
支
出
金
は
１
１
３

億
５
１
７
８
万
３
千
円

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
補
助
金
の
減
な
ど
に
よ

り
、
４
億
８
９
０
１
万
３

千
円
（
４
・
１
％
）
の
減
。

市
債
は

億
１
８
２
０

58

万
円
で
、
朝
暘
第
五
小
学

校
改
築
事
業
や
、
産
業
団

地
開
発
事
業
の
増
な
ど
に

よ
り
、

億
３
２
０
万
円

13

（

・
９
％
）
の
増
で
す
。

28こ
の
結
果
、
自
主
財
源

比
率
は

・
２
％
で
０
・

35

３
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政

力
を
示
す
財
政
力
指
数
は

０
・
４
１
０
で
０
・
０
０

３
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し

た
。
（
２
面
に
つ
づ
く
）
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▽
８
月

日
、
宮
城
・
山
形
県
議
会
交

18

流
議
員
連
盟
総
会
と
研
修
会
。
記
念
講

演
の
他
、
「
担
い
手
確
保
を
目
指
し
た

農
林
水
産
業
振
興
策
」分
科
会
に
出
席
。

▽

日
、
仙
台
市
の
民
間
の
通
信
制
高

19
校
を
石
川涉

議
員
と
一
緒
に
視
察
。
中

学
時
不
登
校
の
生
徒
な
ど
へ
の
創
意
あ

る
支
援
に
学
ぶ
と
こ
ろ
大
。

▽

日
、
県
議
会
農
林
水
産
常
任
委
員

21
会
で
質
問
（
詳
細
は
後
日
報
告
し
ま
す
）

▽

日
、
県
議
会
子
ど
も
支
援
・
若
者

22
定
着
対
策
特
別
委
員
会
の
意
見
交
換
会

で
質
問
（
同
右
）

▽

日
、
県
農
協
中
央
会
・
農
協
農
政

22
対
策
本
部
主
催
の
「
令
和
７
年
度
食
料

・
農
業
・
地
域
政
策
推
進
山
形
県
要
請

集
会
」
に
来
賓
と
し
て
出
席
（
写
真
）。

農
業
者
の
要
望
を
県
選
出
国
会
議
員

に
直
接
要
請
す
る
た
め
の
集
会
で
、
県

内
各
地
か
ら
約
６
０
０
名
が
集
結
。

主
催
者
挨
拶
で
中
央
会
会
長
・
対
策

本
部
長
の
折
原

敬
一
氏
は
、
「
令

和
の
米
騒
動
で

農
業
が
国
民
の

最
大
の
関
心
事

の
一
つ
に
な
っ

た
。
生
産
現
場

に
は
不
安
と
不

満
が
拡
が
っ
て
い
る
」
と
、
政
府
農
政

を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

自
民
党
鈴
木
憲
和
農
林
水
産
副
大
臣

は
、
「
備
蓄
米
の
扱
い
等
御
迷
惑
を
か

け
た
。
自
民
党
の
中
で
も
今
の
農
政
で

は
ダ
メ
だ
と
い
う
意
見
が
出
て
い
る
。

自
分
も
同
感
」
等
と
懸
命
に
言
い
訳
を

し
て
い
ま
し
た
。

農
業
と
食
料
に
も
責
任
を
果
た
さ
な

い
自
民
党
政
治
を
変
え
る
た
た
か
い

が
、
県
内
で
も
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い

る
事
が
浮
き
彫
り
と
な
る
集
会
で
し

た
。（
県
議

関

徹
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

給
料
等
の
増
改
定

歳
出
で
は
、

義
務
的
経
費
の
人
件
費

は
１
１
２
億
５
１
５
０
万

２
千
円
で
、
給
料
等
の
増

改
定
に
よ
り

億
６
２
０

5

１
万
１
千
円
（
５
・
３
％
）

の
増
、

扶
助
費
は
１
６
２
億
９

８
７
９
万
８
千
円
で
、
国

の
定
額
減
税
調
整
給
付
金

の
増
な
ど
に
よ
り
９
億
２

３
３
９
万
７
千
円
（
６
・

０
％
）
の
増
、

公
債
費
は

億
２
０
１

87

９
万
６
千
円
で
、
９
億
６

７
６
２
万
５
千
円
（

・
10

０
％
）
の
減
、

義
務
的
経
費
合
計
で
は

合
計
で
は
３
６
２
億
７
０

４
９
万
６
千
円
で
、
５
億

１
７
７
８
万
３
千
円
（
１

・
４
％
）
の
増
で
す
。

財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
97

・
２
％
で
、
前
年
度

よ

り
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
、
悪
化
し
ま
し
た
。

大
雨
災
害
の
復
旧
経
費

投
資
的
経
費
は
、

普
通
建
設
事
業
費
は

億
４
５
４
４
万
４
千
円

79で
、
朝
暘
第
五
小
学
校
改

築
事
業
や
産
業
団
地
開
発

推
進
事
業
な
ど
に
よ
り
、

４
億
２
９
２
１
万
１
千
円

（
５
・
７
％
）
の
増
、

災
害
復
旧
事
業
費
は
７

億
２
６
５
３
万
２
千
円

で
、
７
月
の
大
雨
災
害
の

復
旧
経
費
な
ど
に
よ
り
３

億
３
０
３
３
万
８
千
円

（

・
４
％
）
の
増
で
す
。

83財
政
の
健
全
性
を
判
断

す
る
指
標
で
あ
る
実
質
公

債
費
比
率
は
、
７
・
９
％

と
前
年
度
よ
り
０
・
５
ポ

イ
ン
ト
上
昇
、

将
来
負
担
比
率
は

・
51

５
％
と
８
・
３
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
、悪
化
し
ま
し
た
。

病
院
事
業
決
算

億
10

５
千
万
円
の
純
損
失

病
院
事
業
決
算
で
は
、

荘
内
病
院
の
入
院
患
者

数
は

万
３
３
４
９
人
で

12

前
年
度
に
比
べ
７
８
３
０

人
（
６
・
０
％
）
減
少
し
、

外
来
患
者
数
は

万
４
３

15

９
５
人
で
１
万
５
３
７
人

（
６
・
４
％
）
減
少
し
ま

し
た
。

湯
田
川
温
泉
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
入
院

患
者
数
は
３
万
６
１
９
１

人
で
７
１
１
人
（
２
・
０

％
）
増
加
し
、
外
来
患
者

数
は
７
５
５
８
人
で
４
５

８
人
（
５
・
７
％
）
減
少

し
ま
し
た
。

荘
内
病
院
の
収
益
的
収

支
で
は
、
収
入
は
１
２
３

億
４
９
１
４
万
８
千
円

で
、
患
者
数
の
減
少
や
コ

ロ
ナ
関
連
の
病
床
確
保
料

の
皆
減
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
３
億
７
７
７
万
２

千
円
（
２
・
４
％
）
減
少
。

支
出
は
１
３
４
億
６
４

０
万
５
千
円
で
、給
与
費
、

委
託
料
、
光
熱
水
費
の
増

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に

比
べ
４
億
５
９
０
２
万
７

千
円
（
３
・
５
％
）
増
加
。

収
支
差
引
は
、

億
５

10

７
２
５
万
７
千
円
の
純
損

失
で
、
前
年
度
の
純
損
失

２
億
９
０
４
５
万
６
千
円

を
大
き
く
超
え
、
繰
越
欠

損
金
は
１
１
７
億
４
８
４

７
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

荘
内
病
院
に
対
す
る
市

一
般
会
計
の
負
担
金
は
、

３
条
会
計
（
病
院
事
業
収

支
）
で
７
億
８
２
１
１
万

１
千
円
、
４
条
会
計
（
資

本
的
収
支
）
で
、
看
護
学

校
整
備
費
６
億
３
１
７
７

万
８
千
円
の
増
加
な
ど

で
、

億
７
９
９
万
５
千

16

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
・
下
水
道

水
道
事
業
決
算
で
は
、

給
水
量
は
１
５
６
２
万

立
方
メ
ー
ト
ル
で
前
年
度

よ
り
２
・
５
％
減
少
し
、

有
収
水
量
も
１
３
１
６
万

立
方
メ
ー
ト
ル
で
２
・
０

％
減
少
。

収
益
的
収
支
は
、
収
入

が

億
４
８
２
７

32
万
９
千
円
、
支
出

が

億
３
７
５
６

29
万
６
千
円
で
、
３

億
１
０
７
１
万
３

千
円
の
純
利
益
で

す
。水

道
事
業
は
、

令
和
８
年
度
か
ら

の
水
道
事
業
の
統

合
に
向
け
て
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

下
水
道
事
業
決
算
で

は
、総

処
理
水
量
は
１
４
１

６
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
前

年
度
よ
り
３
・
８
％
増
加

し
、
有
収
水
量
は
１
１
６

５
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
０

・
７
％
の
減
少
。

収
益
的
収
支
は
、
収
入

が

億
８
０
９
８
万
６
千

53
円
、
支
出
が

億
８
０
５

53

０
万
９
千
円
で
、

万
７

47

千
円
の
純
利
益
で
す
。

建築課札結果（ ）内は予定価格
8月21日入札分

・市消防署櫛引分署屋根改修工事（上山添字文栄78-1）（入札24業者うち20業者
辞退）
有賀板金工事(有) 6,800,000円（6,900,000円）工期～11/28（落札率98.55％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
8月20日入札分

・市集落排水事業 東栄地区処理施設機械設備改修工事（楪地内）（入札4業者）
(有)山東設備 23,100,000円（23,570,000円）工期～8/3/31（落札率98.01％）

鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例

会
は
８
月

日
開
会
さ

27

れ
、
９
月

日
ま
で
開
か

19

れ
ま
す
。

市
民
か
ら
の
請
願
は
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約

国
会
議
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
参
加
を
早
急
に
実
現
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
関
す
る
請
願
」

（
漆
山
永
吉
）
は
、
紹
介

議
員
が
秋
葉
雄(

公
明

党)

、
遠
藤
初
子(

市
民
の

声)

、
南
波
純(

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ)

、
工
藤
博(

市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム)

、
坂
本
昌
栄(

共

産
党)

の
５
議
員
で
、
公

明
党
含
む
５
会
派
か
ら
名

を
連
ね
て
い
ま
す
。

公
明
党
は
こ
れ
ま
で
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
関
す

る
請
願
に
は
、
採
決
で
は

退
席
し
棄
権
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
な
ぜ
か
態

度
を
変
え
ま
し
た
。

議
員
提
出
の
意
見
書
案

で
は
、

「
農
業
の
再
生
と
食
料
安

全
保
障
の
確
立
に
向
け
た

実
効
性
の
あ
る
戸
別
所
得

９
月
議
会
の
請
願

「
核
禁
条
約
締
約
国
会
議
へ

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
」

公
明
含
む
５
会
派
が
紹
介
議
員
に

補
償
制
度
の
実
現
を
求
め

る
意
見
書(

案)

」
は
、
草

島
進
一
議
員
と
菅
井
巌
議

員
が
提
出
し
、
会
派
間
で

調
整
さ
れ
ま
す
。

陳
情
は
、

「
電
磁
波
を
悪
用
（
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
）
、
電
磁
波
の
人

体
と
健
康
へ
の
悪
影
響
を

訴
え
、
電
磁
波
に
対
す
る

法
整
備
・
法
改
正
を
国
に

求
め
る
。
」
陳
情
（
Ｎ
Ｐ

ＯTargeted
Individua

ls
Japan

代
表
・
押
越
清

悦
・
東
京
都
八
王
子
市
）
、

陳
情
は
、
議
会
運
営
申

し
合
わ
せ
事
項
で
、
「
議

題
と
し
て
質
疑
、
及
び
意

見
交
換
を
行
い
、
委
員
長

報
告
は
し
な
い
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。


